


乳幼児突然死症候群(SIDS)の発生機序と予知を究明するにあたって呼吸器班は、①上気道

刺激による呼吸器系の反射運動に関する研究、②乳幼児の呼吸パターンに関する研究の二

方面から研究をすすめていく予定である自本年度は各研究ともまだ緒にあって結論を示す

段階ではないが、現時点における各研究の進行状況ないし経過を報告する。 


